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による いじめと疑われる事案の認知
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※管理職による対応の決定

【同学年担任等】
①情報収集
②記録
③共有

【学級担任・生徒指導主任等】
①いじめられた児童保護者への対応
②いじめた児童・保護者への対応
③周囲の児童への対応
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全職員での共通理解

いじめに対する措置・対応

措置・対応の検証・修正

改善・解決

フロー図②へ
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いじめ防止対策委員会での対応
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※重大事態の調査主体が教育委員会の婆は、教育委員会へ資料等の提出など調査
に協力する。
※調査によって明らかになった事実関係については、いじめられた児童・保護者
に対して、適時・適切な方法で提供・説明を行う。
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